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いじめの予測について

倉本 英彦

　いじめについての母子認知の相違を知りいじめの確率予測式を導くことを目的として，1995年7月から9

月にかけて，261人の中学生とその母親にいじめ・いじめられに関する質問紙調査を実施した。子どもには

過去一年間のいじめ・いじめられの経験とそれらの内容と頻度を，母親にはラター親用質問紙による過去一

年間の子どもの情緒障害や問題行動について，それぞれ尋ねた。

　母親の認知については，いじめ・いじめられともに特異度は十分に高かったが，敏感度はいじめ11.7％･

いじめられ33.3％と低く，特に子どもが他の子をいじめることを母親が見落としがちな傾向がみられた。

　子ども自身のいじめ・いじめられの申告により，全体（254人）をいじめ群（80人）と非いじめ群（174人）

に分け，さらに前者を加害群（37人），被害群（20人），混合群（23人）に分けた。ラター親用質問紙の平均

得点を比較すると，被害群（7.4点）と混合群（7.1点）が近接しており，加害群（4.6点）はむしろ非いじ

め群（3.8点）に近かった。

　いじめの予測については，子どものいじめ・いじめられの有無を従属変数として，性，学年とラター親用

質問紙項目（遺尿と遺糞は除く）の得点を独立変数としたロジスティック回帰分析を施行して，それぞれの

項目の回帰係数を求めた。Aiを回帰係数（A0は定数），Xiを項目得点とすると，いじめ・いじめられの確

率は次式で求められる。

P＝{1＋exp(－Z)}－1　ただし，Z＝AO＋ΣiAi・Xi

このロジスティック・モデルを母親による評価と比較すると，特異度は依然として高く，敏感度はかなり改

善し，特に他の子にいじめられたことについては半数近くの正確さを認めた。子どもの口から語られないた

めに自殺などの悲惨な結末に至ることがあるいじめという現象の早期発見のために，この簡便なモデルが適

用可能と思われた。
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